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vii これは自分の認識不足で、ワイヤレスディスプレイという技術は既にある。 
pic.4 アイントホーフェン市内












































































































































































第 III 部 終わりに 
12 デザイン学とは 
結局デザイン学とは何なのであろうか。第一部においては、なんでも制約と
書いてしまったために訳が分からないかもしれないが、大切なのは、我々の周
囲の環境や状況は我々がある程度制御可能なのであり、我々にとって親しみや
すい形態を求めることができるのだということ。その環境を把握するためには、
自身の肉体を通してそれを精一杯体験すること。また、自身が為す操作に対し
て、可能ならば確信を持ち、それ以上に誠実であること。そして、その操作こそ
がデザインなのであり、そういった操作の際に人々が確信の根拠とできるよう
な、強固な枠組みを提供すること。 
すなわち、デザイン学とは、環境を認識し、構築し、また再構築するための、
普遍的な方法論を求める学問ではないか。 
「デザイン学」への問い 
+ デザインを行う上での根拠とは何か。 
+ 我々はデザインを行える対象に如何にして気付けるのか。 
